
令和７年度 「体験の風をおこそう」なら・あそびの広場 

 

 

［ 主 催 ］独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立曽爾青少年自然の家 

（企画・運営 体験の風をおこそう in 奈良実行委員会） 

［ 期 日 ］令和７年１１月２日（日）１０：００～１５：００ 

［ 場 所 ］平成榛原こどもの森公園 

［ 目  的 ］子どもたちへの体験活動の重要性や必要性を啓発する機会とする。 

［ 対象/参加 ］対象５００名 / 参加８５１名 

［ 担 当 ］増田学（企画指導専門職）、森岡亮平（企画指導専門職）、 

        石地啓介（事業推進係）、西田早織（事業推進係） 

 

現在、体験を通して学ぶ場が不足していることにより、子どもたちの自然体験、社会体験、生活

体験の機会が減少してきている。本事業は、地域ぐるみの実行委員会が子どもと保護者へ楽しみな

がら体験できる機会を提供することで、子どもたちへの体験活動の重要性や必要性を啓発する機会

とする。 

 

『なら・あそびの広場』の開催をハロウィンイベントと同日開催することにより、目標の参加者

の獲得を目指す。 

実行委員会参画団体（ブース出展内容） 

 奈良県キャンプ協会（ハイタワーコンテスト） 

 奈良県立野外活動センター（どんぐり移し、コースター積み、わなげ） 

 奈良県子ども・若者支援団体協議会 

 奈良県子ども会連合会（バルーンアート） 

 奈良人形劇連絡協議会（人形劇、作って遊ぼう） 

 ガールスカウト奈良県連盟（野菜と葉っぱのふしぎアート） 

 平成榛原こどものもり公園活性化協会（ミニ四駆を楽しもう） 

 国立曽爾青少年自然の家（焼きマシュマロ体験） 

（同時開催：ハロウィンイベント 主催：平成榛原こどものもり公園活性化協会） 

 

   

 

 

 参加者アンケートでは、体験ブースに関する肯定的な意見が 100％という結果が出た。 

「普段できない遊びを体験できて良かった」「どのブースも楽しかった」などの声が多く寄せられ、

特にカプラ、ミニ四駆、バルーンアート、焼きマシュマロなどが人気だった。焼きマシュマロでは

「焦げた部分が膨らんで面白かった」という声もあり、自然の中での発見や驚きが笑顔につながっ

た。「キャンプとイベントを両方楽しめたので良かった」という声もあり、今回の会場で実施したこ

とで、より多くの参加者に体験を届けることができた。また、ノベルティグッズの配布を通じて、

体験活動の重要性の普及や国立曽爾青少年自然の家の認知度向上にもつながった。 

２  プログラム展開 

３  活動の様子 

い 

４  まとめ 

い 

１  趣 旨 


